
名 前 APOPHYLLITE （アポフイライト）／魚眼石 

「化 」学 そ組 
い成 KCa4Si802~(F,OH) ・ H20 

色 無色、白色、緑色、黄色 
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“重 瞥 ~ 2.3 -2.4 

無色、白色、黄色、ピンク色、 

緑色など、さまざまな色が 

ある。 

緑色の魚眼石。 

ある方向から見ると、白く 

濁った輝きがあり、これが魚 

の目に似ているということか 

ら、欧米では「フィツシュア 

イストーン」という別名が古 

くから使用されていた。日本 

では、それが直訳され、魚眼 

石と名付けられた。 
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魚眼石の結晶は、主に四角錐 

状が多いが、サイコ口のよう 

な立方体や薄板状もあり、大 

きさも粒状から大きな塊まで 

とさまざまだ。 

壌「舞1「ー， 
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表面の光沢はガラ 

ス光沢だが、底面 

は真珠光沢があら 

われている。 

インドのプーナでと 

れた魚眼石の結晶。 

ハンマーなどでた 

たくと不均等な断 

口があらわれる。 

素焼きの陶板に 

こすりつけると 

白い条痕が残る。 
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見て楽しむ宝石 

アポフィライトという鉱物名は、ギリシャ語で「葉片状 

に割れる」という意味で、加熱すると薄くはがれるという 

性質に由来している。その名の通り、細工しようとすると 

薄くてはがれてしまうため、指輪やブレスレットのような 

身につけるものには向かない。ケースに入れ、コレクショ 

ン用として見て楽しむ宝石だ。 
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スコツトランドや北 

アイルランドで産出 

される。 
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，束沸石と共生して 
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いる魚眼石の結晶。 
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▼灰十宇沸石の上に形成された立 

方体の魚眼石の結晶。アメリカ 

のバージニア州リーズバーグ産。 

インドのプーナでとれ 

るものは、質がよく、 

結晶が大きく美しい。 

▲薄い緑色のぶどう石にくっついた立方体の魚眼石c 

ふたつの魚眼石 

魚眼石には、フッ素が多く含まれるフッ素魚眼若と永 

酸基が多く含まれる水酸魚眼石の2種類がある。このふ 

たつは、外観にまったく差がないため、肉眼では区別で 

きない。フッ素魚眼石はマグマの熱の影響を受けた石灰 

岩などの割れ目で、水酸魚眼石は沸石を多く含む火山岩 

の中で見つかることが多い。 

アメリカ昌 

疲車県の締箇鉱山、 ブラジit, ■ 
▲薄い黄色の輝沸石に 

えひ ぬ けん く ま ち1う 

愛媛県久万町をは 

じめ、各地の火山 
くうどう 

岩の空洞の中でと 

れている。 

銅山で産出される。 くっついた緑色の魚 

眼石。 


